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熱 帯 モ ンスー ン 地場 の天7.l< EB の農 業 基 盤 の研 究 f尋詰 3

南 ア ジ ア から東南 ア ジ ア にかけ ての地域 は、 「 ア ジ ア 稲 作 圏 J と 呼 ばれ る 水穏

作 の卓 越 した地壌 である 。 こ の地域 の王手 度 部に辻 、 土 木 工学的な濯；護施設 を持 た

ず 、 モ ン ス ー ン 性の降雨 にそ の水源 を依 存 す る 天水 国 が広く分布してい る 。 こ の

地域 はかつ て、 耕地の外 延 的拡大 によって氷 稲 生産量を増 加さ せてきたが、 近 年、

未 利 摺 可 耕地が減 少 し耕地の外 延 的拡大 は間 難 iこ なり 、 大 都 市 へ の人口 の移 出や

「 出器 ぎ 」 が顕 著になり つ つ ある 。 こ のように、 天水田地域 は、 かつ ての天水田

水認 作 に基 づく自 給 自 定 的経 済 を維 持 できなくなり 、 現 悲 、 それに変わる 対 策 を

模索 中 であ る 。 かっ 、 天水田の占め る 蔀積は大 きく、 熱 帯 モ ンス ー ン ア ジ ア の各

国 で天水田地域 の開発 は大 きな課 題と なってい る 。

と こ ろ で、 天水田水福 押 立 関 す る 研 究 は、 今 ま で にいくつ かのも のがなされて

い る 。 これらのうち 、 水利開発 訟 は定性的検 討 が行 われで い る のみ で、 また農 法

の改 良 の可 能性の検 討 は、 官 括 的な技 衛 的改 善 策 の提 示 には3さ っていない。 さ ら

に問 中 （1 9 7 9 ） は、 天水田と 護濃 邸 のi佼 輩 出 較 から、 天水田に対ず る 土 地資 本投

下の効 果 が明 確 には見 いだ せないと してい る 。 しかし、 濯 器 国 と 比 較 して天水田
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水揺 作 の 生 産性 が顕 著に低い こ と も 事 実 でーある。

そ こ で 本研 究 の 店 約 を以 下 の 4 点と し た 。

① 天 水田 の 現 況 農 業 基 盤 の 整 鑓 水準 の 解 明

② 天 水田 水稲作 の 生 産性 の 摂 界 の 評 舗

＠ 天 水田 水稲作 の 生 産性 改 善 の 必 要 性 の 検 討

＠ 天 水 田 に対す る土 地資 本投 下 の 経 済 的 、 技 指 的 検 討

本研 究 の フ ロ ー チ ャ ー ト を

図 1tこ示 す 。 ま た 、 本訴 究 で

用い る方 法 は 、 自 的 の ① は 実

態 調 査 に基 づく分析 、 ② は 生

産性 を推 定 す るた め の モ デル

を開発 し それに基 づく評 舗 、

③ は 他 の 水利 用形 態 を脊ずる

地区と の 生 産性 比 較 に基 づく

考 察 、 ＠ は 経 涜 効 果 の 算 定 に

基 づく考 察 で ある。

I 天 水 田 の 現 況 農 業 基 盤 の

整鵠水準 の 解 明

研究の 目 的 と 方法

天水底 の 革霊祭議後の笑E草分析

事例主主E互の gヘ 笠宮音7］（準の
5電l!ll調3ま 〕 島幸a,lj

ヌ水 底7.1<穏作の滋界伎のi子宮軍

主主主霊tH量定 〔 主主Z霊伎の
モデルの開発 1.../ 上限のi手緩

天水田＊穏作の生産也分析

他の水利用形殺 を脊ず る rへ 生産注改惑の
地区と の主主震後比絞 〕 必妥伎の倹討

天1.l< EB の開発方向の検討

各軽量水田基金主主主織の
経済効果の算定 D 土地主翠本投下の

経済的 ・ 筏術的後討

主主 t還 と 今後の渓�

� 1  コ紋 廷汗 多当主 Gコ τフ Eコ 叩ー さF- 『， ーー ト

農 業 基 盤 の 実 態と そ の 効 用を、 農 業 基 盤 を規定 す る自 然 条件、 社 会 ・ 経 済 条件、

水田 経 営 条件、 水稲作 の 技 術 レ ベ ルと の 関 連 性 から調 査 ・ 分析 し、 農 業 基 盤 の 整

髄 水準 につ い て検 討 し た 。 なお 、 事 問 地豆 は 東北タイ、 コ ンケン県 の ドンデ ー ン

村と し た 。

表1に、 農 業 基 盤 の 実 態と 、 そ の規定 条件と む 関 連 性 に関 す る調 査 結 果 をまと

め た 。 農 道 は 櫨 3 ～ 5m で 、 地形 的 に高｛立 な部分に配 置 されて い る。 そ の 密 度泣1 0

m／加で 、 す べ て通 作 道 で ある。 経 営 区の 分散 性 が 小 さ い た め に連 結 道 は 必 要 なく、
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ま た 牛 車 lこ よ る 運

踏 が 主 で あ る た め

t.：. 幅 員 に つ い て も

問 題 は な い 。 畦 区

は 、 地 形 的 に 低 位

な 平 塩酉 で は 大 臣

画 で 不 鼓 形 、 地 形

的 に 高 値 な 傾 斜 宙

で は 小 室 直 で 整 形

選祭 主 ヲミミヱ.kEE a::>怠還さ鞍遺書..�a::>妥妥f鵡ス.ki緯 と
夫主主ヌ主主タミョf牛 と の 間主主怨I主

箆3霊纂皇室の後成芸u器 双況の主主鑓水準 mi逮ずる::i::な認定条件
工手当1811 （低i立m 綴喜48H苦言位86)

震遂 ： 密度 1 0隠パ唱 主霊祭区の分数1宝小
震E霊 ,j、t;:滋の毒是認位怒 牛E草によるよ草滋 ， ‘ー

緩iミ 3～5m 

民主区 ： 形状 不主主� 皇室形 土木絡工、 図商均.ijZの技綴欠如
E喜1畏 大区滋 ( I ha以上〉 小区E富 （20～50a.) 入力、 滋カによ る農作三塁

実主審事 ： 認さ iiiい （50c怒以上〉 iまい （30cm以下〉 ＊留とため池が来分棄を
緩 (I産宣言〉 広い （50～邸叩〉 狭い （ 0～1決心

護ま濃路設 ： 密度 な し 水波書E潟水t.：依存
1穿水絡設 ： 密度 。 ～ 1 m/ha . J二渓関経2苦LRからのtJ下水滋怒iな し

認鐙 各，j、＆滋の最低依銘の産主区から！日i寄港へ

で あ る 。 土 木 施 工 や 国 高 均 平 の 技能 が 不 十 分 で あ る た め に 、 傾 斜 面 に 大 区 画 の 畦

区 を 造成 す る こ と は 菌 難 で あ る が 、 農 作業 老 人 力 や 高 力 に よ っ て い る た め に 、 畦

IR 面 積 が 小 さ い こ と は 必 ず し も 労 協 生 産 性 の ｛底下 を 招 か な い 。 畦 鮮 は 地 形 的 に 周

函 か ら の 涜 入 水 が 鰐 待 で き る ｛民 位部 で 高 く 、 田 高 野 留 可 能 量 が 大 き く な っ て い る 。

こ れ は 、 水 田 と た め 池 の 援 能 が 来 分 離 な 天 水 田 の 特 設 を 反 映 し た も の で あ る 。 謹

器捷設 な な く 、 ま た 排 水 施 設 も 、 地 形 的 に 抵 控 な 畦 区 か ら よ り 低 也 の ！日 河 道 へ の

排 水 路 が あ る の み で あ る 。 こ れ は 、 隣 接 す る 経 営 区 龍 に 排 水 に 関 ず る 環 苦手i が な い

た め に 、 最 下 読 の 経 営 区 の 排 水 の み を 確 保 す れ ば 十 分 で あ る た め で あ る 。

こ の よ う に 天 水 田 の 農 業 基 盤 の 整 鑓 水 準 は 低 い が 、 そ の 内 容 は 農 業 基 盤 の 規 定

条 件 に 従 っ た も の で 必 ず し も 非 合 理 的 な も の で は な い 。 つ ま り 、 現 在 の 米 ｛速 な ど

の 外 部 条 件 の も と で 、 そ れ と 釣 り 合 う 珪 度 の 土 地 資 本 の 投 下 が な さ れ 、 そ の 結 果 、

水 稲 作 の 生 産 性 は 抵 い も の と な っ て い る こ と を 明 ら か に し た 。

Il 天 水 田 7.1< 認 作 の 生 産 性 の 限 界 の 評 髄

天 水 密 7.k穏 作 の 生 産 性 は 、 必 ず し も 環 況 の 農 業 基 盤 整 髄 水準 に よ っ て の み 決 定

さ れ て い る も の で は な い 。 新 技 能 の 採 用 や 涜 動 資 本 、 営 農 労 力 の 投 入 に よ る 生 産

桂 の 向 上 ほ 、 常 に 可 能 で あ る と 考 え さb れ る 。 つ ま り 、 米 ｛涯 の 上 昇 な ど の 外 部 条 件
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が 変 化 す れ ば 、 新 技 術 の 採 用 や 営 農 労 力 の 投 入 が 行 わ れ 、 生 産 性 が改 善 さ れ る こ

と が 予 想 さ れ る 。 従 っ て 、 さ ら な る 土 地 資 本 の 投下 な し に 達 成 可 能 な 生 産 性 を 解

明 す る こ と が 必 要 と な る 。 そ こ で ま ず 、 土 地 資 本 の 投 下 以 外 に ど の よ う な 生 産 性

改 善 の た め の 方 法 が あ 忍 か 記 つ い て 検 討 し た 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 方 策 を 施 し た 場

合 の 生産 性 の 上 昇 を 推 定 す る た め の モ デ ル を 開 発 し た 。 そ し て 、 各 方 策 の 効 果 を

推 定 し 、 天 水 由 水 稲 作 の 生 産

性 の 上 践 に つ い て 検 討 し た 。

〈 念 ／ 11 a‘〉 ・

2. 4 
時＋・ 培E五タ イ プ I －唱曲 地五五タイプE ー守司 壇足手 タ イ プ斑

天 水 田 の 生 産 性 向 上 の 随 寄 一 一 一 揖 ・ 内
品磁の選択 ‘ ・一一 一－ « 

要 国 は 、 干 ば つ 被 害 で あ る 。 ・量

も ち ろ ん 洪 水 、 病 虫 害 な ど の

ヰ

o. 0 

被 害 も 発 生 す る が 、 そ れ ら は

地 域 的 に 限 定 さ れ 、 あ る い は

干 ば つ 被 害 と 詑 較 し て 量 的 に

無 摂 で き る 。 干 ば つ 対 策 は 、 作｛嫡紛の
遂沢

” 3 0 自 ・・ 1 5 8 0 (lll仔〉 + 1 5 8 + 3 0 自

軍揮出箆宮

( t / 11 ‘ ｝  

2 .  4 

岡 I . 2 « 
生 産 物 の 選 択 、 営 農 季 節 の 選 量

択 、 営 農 労 力 の 投 入 の 3 種 類

に 大 別 さ れ る 。 こ の う ち 生 産

叩噌町 地主5タ イ プ I 田＊『 地JI,タイプ冨

由。由 壇E王 タ イ 7寝 四噛白 地彩タイTN －＜＞明 地五五タ イ プV
o. 0 

5 11 1 日 S IH 日 7珂 1 日 〈現行｝ 8 1! 1 8  

2広認揖瑚作l,tQ)r::l捕日

物 の 選 択 は 、 水 田 に お い て は

水 稲 に 限 定 さ れ る の で 不 可 能

( t / h  a) 

2. 4 
時ー崎 地Ji, タ イ プ I m噛四 培員長タイプE 都,0- 壇Afタイプm

で あ る 。 営 農 季 節 の 選 択 は 、 渓E階送 時 1 ・ 2

r守
”

t

7.1< 穏 品 種 と 作 付 時 期 の 選 択 に
日 ハの抑制 量

認

よ り 可 能 で あ る 。 ま た 、 営 農

労 力 の 投 入 に よ る 干 ば つ 対 策

と は 、 浸 透 輩 と 涜 出 量 の 抑 制

が 考 え ら れ 苓 。

o .  0 
o. 5 
〈現行｝ 〈即叫｝
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天 水 田 水稲作の生産性 を推 定 す るためのモ デル は、 降雨時系 列 を合 成 す る部分、

各 年度 む 水器水貯 留と 水稲作カ レ ン ダ ー を推 定 す る部分、 千 ほ つ による減 収 率 を

推 定 ず る部分から成 る。 こ のモ デ ル は、 上記 の各 種の干 ばつ 訪 止 対策 の効 果 を推

定 で きると と も に、 長 館 関 のデ ー タ に基 づ いた推 定 を行 い、 かっ 経 年的に変化 す

る水稲作カ レ ン ダ ー を考 援 していると いう 特 長 を犠 え たも ので ある。 な お 、 推 定

された水閤 水貯 留 の動態 、 水稲作カ レ ン ゲ ｝ 、 誠 攻 率 の検 証 結 果 は満 足 で きる も

ので あったので 、 こ のモ デ ル は生産性 推 定 にお いて有 効 で あると 判 断 した。

こ のモ デ ル を用いて、 各 撞 二子 ばつ 防 止 対策 の効 果 の推 定 を行 った。 そ の結 果 、

水穏 品 穫 の変更 、 作付時期の変更 、 探 部浸透 ロ ス の抑 制 は、 一 部のあるいは全部

の護 区 の平均攻 撃 を約 1 0%上昇 さ せ る効 果 がある こ と がわ かった 〈 国 2 参 照 〉 。

す なわ ち 、 天 水 陸 水揺 作の土 地生産性 の上摂 は1 .3 5 t／ 切 で ある。 これは現 行 の品

種 や 作 ｛寸時期の選択 あるいは営 農 労 力 の投 入 レ ベ ル が、 上限と 大 差 ない平均技量

を も た らす こ と を意 味 す る。 従 って、 土 地資 本 の投 下を行 わ ない限 り 、 天 水田 7.l<.

穏 作の 生産性 を大 きく改 善 す る こ と は不 可 能 で ある こ と を示 した。

盟 天 i.k 閏 水稲作の生産性 改 善 の必 要 性 の検 討

天 水 田 水稲作の生震 性 改 善 の必 要 性 を、 他 の水利 用形態 の地区と の比 較 に基 づ

いて検 討 した。 比 較 の対象と した事 例 地区は、 洪 水氾 濫 により 沼 水が摂 給 されて

いる中 部 タ イ の No i Lopbu r i �G 濫 底 地区、 河 川 を水源と す る議護施 設 が撃 情 され

て お り 、 かっ 水田 経 営規模の小 さ い中 部ジ ャ ワ のSo l oJ I I 中 流 域 地区、 開 援 に湾 J I I  

濯 斑 が行 われているが、 水田 経 営規模が大 きい中 部タ イ の R ang s i t地区で ある。

こ の3 地包と 天 水田 地区の水稲作の生産性 を比 較 す ると 、 土 地生産性 、 労 髄 生

産性と も 天 水白 地区が最 も 低い 〈 図 3 参 照 〉 。 つ まり 、 天 水 田 地 区は水福 生産の

限 界 地で ある。 と こ ろ で 、 米 缶 詰 限 界 地 に お け る生産費を基準 にして決 まる。 従

って、 天 水 田 水揺 作の生産性 の改 善 は、 米 舗 を｛ま 下さ せ る効 果 がある。 また、 米

の需 要 の誠 少 や 護 等 地lこ お け る生議 C 増 加により 米 穫 が低下す ると 、 限 界 地で あ
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の 事 態 は 、 地 産 業 の 基 盤

整 様 が 遅 れ て い る 天 水 田

地 域 の 経 詩 的 安 定 性 の 確

保 や 土 壊 を 主 と す る 環 境

の 保 全 の 観 点 か ら も 避 け

ね ば な ら な い 。 従 っ て 、

天 水 田 水 稿 作 の 生 産 性 を

改 善 す る 必 要 が あ る こ と

を 考 察 し た 。

落 す る 可 能 性 が あ る 。

5 0  4 0  

( k g／人 ・ 回 〉

2 0  

労働生還住

1 0 。

天 水 由 民 対 す る 土 地 回 3 宍水 田 応対す る 土地流本投下 に よ る
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に 対 ず る 土 地 資 本 投 下 の 経 済 的 、 技 術 的 検 討 を 行 っ た 。

各 種 基 盤 整 髄 の 事 業 蜜 益 を 謹 接 生 産効 果 に 摂 定 し 、 震 益 ・ 費 用 比 率 と 内 部 収 益

事 に よ っ て 経 済 効 果 を 算 定 し た （ 密 4 参 照 〉 。 な お 、 事 業 費 用 お よ び 便 説 は 実 議

と 上 記 の 天 水 田 水積 怜 の 生 産 性 推 定 モ デjし を 用 い て 推 定 し た 。 そ の 結 果 、 い ず れ

の 護 鑓 方 法 を 採 用 し で も 、 米 髄 の 上昇 な ど の 外 部 条 件 の 変｛と が な い か ぎ り 、 そ の

直 接 的 な 経 済 効 果 は 肯定 さ れ な い 。 こ の こ と は 、 農 民 自 身 や 当 該 留 が 土 地 資 本 投

下 を 行 う こ と は 困 難 で あ る こ と を 意 味 し て い る 。 従 っ て 、 天 水 宙 開 発 、 す な わ ち

生 産 性 改 善 の た め の 土 地 資 本 の 投 下 は 、 先 進 菌 、 あ る い は 関 際機 関 な ど の 協 力 の

も と に 、 事 業 の 長期 的 か っ 総合 的 な 効 活 そ 麗 聾 し て 進 め ら れ る べ き も の で あ る こ

と を 考 察 し た 。

ま た 、 J.k 漉 開 発 を 含 右 護濃施設整 犠 お よ '(f 総 合 的 基 盤 整 髄 に よ る 生 産 性 の 増 加

は 、 農 道 整 様 に よ る も の と 比 較 し て 大 き く 〈 歯 3 参 照 〉 、 こ の い ず れ か が 天 水 田

を 開 発 す る 上 で よ り 脊 効 な 基 盤 整 鵠 方 法 で あ る 。 し か し 、 水 源 開 発 の 開 発 適 地 は 、

海 J I I へ の 大規 模 な 貯 水 池 建 設 、 小 規 模 な た め 池 の 建 設 の 碍 者 と も 践 ら れ て い る 。

能 っ て 、 氷 源 が 比 較 的 、 容 易 に 、 す な わ ち 安髄 に 薄 ら れ る 地 区 で は 、 譲渡施設整

鵠 に よ る 生 産 性 の 改 善 を は か る べ き で あ る 。 そ し て 、 そ の 飽 の 地 区 で は 、 農 道 整

髄 を 進 め る こ と も 検 討 さ れ る べ き で あ る こ と を 明 ら か に し た 。

以 上 、 本 研 究 は 熱 帯 モ ン ス ｝ シ 地 域 記 法 く 分 布 す る 天水 自 の 農 業 基 盤 の 現 地 調

査 を 踏 ま え た 実 態 分 析 に 基 づ い て 土 地 資 本 を さ ら に 投 下 し な い 場 合 の 天 水 田 水 稲

作 の 限 界 を 明 ら か に し 、 そ の 開 発 方 向 を 提 示 し た も の で あ る 。
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